
様式２ 

 

令和元年度 墨田区立押上小学校 経営計画書 
 

                              校長名  根 来 郁 明   

 

学 校 目 標  ○知・徳・体のバランスのとれた人材育成 

目指す学校像 ○地域や保護者から信頼される学校 

目指す子供像 ○挑戦する子  ○つながる子  ○働く子 

目指す教師像 ○自分で考え、自分で判断し、行動できる教師 

 

項

目 
取組の視点 取組指標 成果指標 

各 

教 

科 

指 

導 

等 

確かな学力を育てるため、分か

りやすい授業の実施等 

○「週の指導計画」に本時のねらい

を記入して提出する。 

○全職員が学力向上プランを作成

し、分かりやすい授業を行う。 

○全学級でＩＣＴ機器を活用し、興

味・関心を高める導入を行う。 

○毎週月曜日に提出する。 

（週の指導計画：１００％） 

○10月の授業観察で、全学級学力

向上プランに基づいた授業を行う。 

○６月の授業観察で、全学級ＩＣＴ

機器を活用した授業を行う。 

（学校関係者評価：８５％以上） 

特別な支援を必要とする子供に

対しての組織的な支援等 

○校内委員会で、特別な支援を要す

る児童の支援について検討する。 

 

○特別な支援を必要とする児童の

「個別指導計画」を作成する。 

○算数の補充学習として、週４回、

「放課後すみだ塾」を行う。 

○毎月１回、特別支援ＣＮを中心に

校内委員会を行う。状況に応じて随

時ケース会議を行う。 

○特別な支援を必要とする全児童の

「個別支援計画」を作成する。 

○週４日、補充学習を行う。 

（算数のＤＥ層：３５％以下） 

社会的自立に向けた進路指導・

キャリア教育・相談活動等 

○文花中、近隣小学校・幼稚園・保

育園との交流を行い、幼保小中一貫

教育を推進する。 

○地域音楽祭、地域ふれあい祭りに

参加する。 

○共愛館保育園、福神橋保育園の小

学校体験を行う。 

教員の指導力・授業力を高める

ための組織的な取組等 

○校内研究「国語」を通して、「思

考力・判断力・表現力」を高める。 

○初任者、２年次教員に対して、計

画的に授業観察を行う。 

○指導教諭の模擬授業を活用した校

内研修を行う。 

○講演会・研究授業を年６回行う。 

（学校関係者評価：８５％以上） 

○月１回以上の授業観察を行う。 

 

○年１回以上、模擬授業を基にした

校内伝達講習会を行う。 

体力向上を図るための、体育授

業、体育的行事等の取組 

○全学級で１校１取組を行う。 

 

○各学級で１学級１取組を行う。 

（短縄、長縄、持久走等） 

○休み時間に外遊びを励行する。 

○全学級、体育授業で「押上かけと

び運動」を行う。 

○体力づくり週間等を設定し、全校

で計画的に取り組む。 

○校庭使用状況を確認する。 

（学校関係者評価：８５％以上） 

生 

活 

指 

導 

等 

問題行動の予防や解決に向けた

組織的な取組等 

○生活指導朝会等を活用して、児童

理解に努める。 

 

 

○「押上小いじめ防止基本方針」に

基づき、いじめを未然に防止する。 

 

 

 

 

○不登校及び不登校傾向の児童や家

庭への支援を行う。 

○毎週水曜日、生活指導朝会を行

い、具体的な対応策を共有する。 

○パソコン内共有フォルダに事例を

入力する。 

○いじめ防止授業を行う。 

（年３回） 

○いじめ防止授業公開講座を行い、

全学級いじめ防止授業を公開する。 

○アンケート調査を基に、いじめの

発生件数を確認する。（０件） 

○不登校の発生件数を確認する。 

（０件） 



様式２ 

基本的な生活・社会習慣、人間

関係作りのための心の教育等 

○自らあいさつを習慣化する。 

 

○年３５時間、道徳授業を行う。 

○登校時の様子を確認する。 

（学校関係者評価：８０％以上） 

○年３５時間以上道徳授業を行う。

（週の指導計画：１００％） 

○道徳授業地区公開講座を行い、全

学級道徳授業を公開する 

安全を確保するための取組等 

○安全指導を行い、指導内容を徹底

する。 

 

 

 

○月１回以上、生活安全・交通安

全・災害安全の各項目について指導

する。（重大事故０件） 

（けがの発生件数：日５人以下） 

○全学年セーフティ教室を行う。 

   

学 

校 

の 

管 

理 

運 

営 

経営方針に基づいた、組織的な

教育活動・学校運営等 

○学校経営方針に基づいた自己申告

書を作成・提出する。 

 

○校務組織を改善し、校内体制を整

える。 

 

○全教職員、学校経営方針を基に自

己申告書を作成する。 

（面接時に確認） 

○校務の進行管理を確実に行い、

「報告・連絡・相談・確認」を徹底

する。 

○校務分掌の各責任者が一工夫一改

善ある提案を行う。 

子供の実態に合わせた教育目標

設定及び評価等 

○学校関係者評価を年２回（１０

月・２月）に行う。 

○学校関係者評価等を受け、迅速に

改善策を作成し、その都度改善を図

る。 

教育環境・設備等の整備状況等 

○校内外の安全点検を通して、教育

環境・設備の充実に努める。 

 

○学校配当予算を計画的に活用す

る。 

○毎月１回の安全点検を受け、迅速

に対応する。 

（学校関係者評価：８５％以上） 

○申請・決済・執行の手続きを確実

に行う。 

○会計事故を起こさない。 

（７月、１０月、３月に確認） 

組織的な人材育成 

○校内ＯＪＴとして、教職員の指導

力向上を目指した研修会を行う。 

○主幹教諭をＯＪＴ担当者とした授

業公開や校内研修会等を月１回以上

行う。 

（学校関係者評価：８５％以上） 

家 

庭 

・ 

地 

域 

連 

携 

教育方針や日常の教育活動の様

子などを伝える取組等 

○ＰＴＡ役員会、学校運営連絡協議

会、民生児童委員等との連絡会で、

学校経営方針・日常の教育活動を報

告する。 

○学校だより・学年だより・ホーム

ページ等により、日常の教育活動を

積極的に公開する。 

○月１回のＰＴＡ役員会や地域の会

合等で学校経営方針・日常の教育活

動を報告する。 

（学校関係者評価：８５％以上） 

○学校だよりに各学年の教育活動の

様子を掲載する。 

○ホームページを更新する。 

（週１回以上） 

保護者や地域の理解や協力を得

た教育活動の推進等 

○地域見守り隊による登下校の見守

り活動に協力する。 

 

○地域人材による放課後子供クラブ

の運営に協力する。 

○地域人材を活用し、ゲストティー

チャーやボランティアによる体験的

学習を行う。 

 

 

○読み聞かせボランティアによる読

み聞かせを行う。 

○町会主体の地域見守り隊による登

下校見守りに協力する。 

（交通事故０件） 

○地域主体の放課後子供クラブの運

営に協力する。 

○各学年：年４回以上 

○ラジオ体操協会と連携して、全学

年、５月・７月に出前授業を行う。 

○すみだ福祉保健センターと連携し

て、６年生が出前授業を行う。 

○毎週水曜日、全学年、週１回の読

み聞かせを行う。 

（年３０回以上） 

   

※ 表については、必要に応じて２ページ以上にわたるように加工する。 


